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【目的l 近年 「こころ の教育」 がとりさた さ れてきているが、現 代の子どもはこころに問題を抱え 。人揖瀾 係にも脆い とい

う指摘 もされてい る。 本研究 では学 校生活 に焦点を当て、 中学生の 「こころ」のＨ 則面を自尊感 情によって捉え、中学 生の

自尊感情 に影 響を与え ている要 因を析出す ること を目的とする 。

【方法】既 存研究を参 考に調査票を作成し、1999 年11 月に質問紙法により調査を実 施した。対象 者は長野市内の大規 模中

学校 ４校の中学２ 年生である。配票数1000 、 効 回答数867 、有 効回答率86.7 ％であった。自尊感情 尺度はRosenberg の

スケ÷ルを参 考に 「自分は人並 みに脳 官のある人間だ と思 う」など ８項目を力口算尺度 として用 いた(a: ＝:.81)。影響 要因と

し て 「教師サポー ト」「友 人か らのサポート」「友人へのサ ポート」「学業 への積 極性」「学 校で の出来事」「学 校生活満足度」

（「教師mms^ 度」|改 人 関皿 」|『学業満 足度』|「学 校生活 全般満足度| 」を用 いた。

【結 果】自尊感情 尺度 を従 属変数､ 本 研究で用いた ９変 数をそれぞれ独立変数 として分 析を行 った結 果、「教飼iサポー－ト」「友

人へのサポ ート」「学 業への積 極性」「教朗iとの隙 系満 足度 」「友 人関係満足度」「学業 満足度 」の ６変 数が自尊感 情に影 響し

ていた。 このことか ら、 学枝 生活において教師 からのサポートカ汰 きい と評 価して いる生徒、友 人に対するサポ ートカ汰 き

い と評 価し ている生徒､ 学業 に対し て積 極的である 生徒､ 教師 との関係に満足している生徒､ 友 人関係に満足し ている生徒、

学業 に満足 している 生徒 ほど自尊感情が高い こと力朔 らかとなった。中で も「学業 への積 圖 生」ｶt 与える影響が 最も大 きか

った 。
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＜目的＞1999 年に成立した脳死移植法案により、脳死患者からの臓器移植が始まったが、

提供者（ドナー）が極端に少ないため、現在のところ主として生体からの移植となってい

る。特に子どもの生体肝移植では、家族の中で患者である子ども（レシピエント）と提供

者（ドナー）の２人が入院をし手術をするという、家族にとって極めて精神的にも肉体的

にも負担が伴う出来事であるといえる。本研究では、生体肝移植の際における家族状況、

家族の意識、家族へのサポートの必要性を明らかにすることを目的とする。

＜方法＞ 調査対象は、Ａ大学にて生体肝移植手術を受けた全53 家族の母親と父親である。

調査は郵送で質問紙調査を行なった。全53 家族のうちの46 家族（90 名）より回答を得た。

調査期間は2000 年７月下旬から９月上旬である。
＜結果＞ ①子どもが病気で入院する事態に陥った場合、入院の付き添いは母親が担ってい

る場合が多い。また子どもが入院中の家事は、母親や祖母が担っていることが多く、介護

分野での女性の負担が大きい。②家族の中で同時に２人が入院することについて「とても

負担」と答えている者は ５ 割を占め、負担の大きさがわかる。③病気の子ども以外に兄弟

姉妹がいる場合、「兄弟姉妹が精神的に不安定になった」、「さみしい思いをしていないか

心配だ」と答えた者が多かった。④移植治療を乗りきるためには、医者との信頼関係、夫

の家事・育児での協力、夫婦の会話、他の子どもをあずけられる人や場所、行政からの援

助等が重要であることが示唆された。
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